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肱．ぐ左
折

ウ
幽
セ“
』
哩

右
折

　
｝
Ψ
　
　
覧
6

停
止

　　自転車を運転するときの合図のしかた

　子供の自転車は

　　　　　　　　体に合ったものを

　　自転車が子供さんの体に合っているか、ど

　　うかのポイントは①サドルにまたがったとき

　両足が地面につく②ハンドルを握ったとき、

　上半身がやや前に傾くことです。

　　お子さんの成長を考えて、大きめのものを

　買ってあげることは、「カチ方チ山のタヌキ」

　　と同じかも知れませんね。う

灘難騰難鑛、．P’，　　　　謬『熾i・、，髪…

　交通事故の賠償問題などで、

お困りの方は、この機会に・・…

1〉いつ……5月20日、6月17日

7月15日、8月19日、9月16日

10月21日、11月18日

レじかん……午前10時～午後3

時まで

》どこで……松代総合センター

交通事故

翻
雛
縫
顯雛
鑛サ
醗
灘
騰
習
難鑛難鱗難難難麟灘騰

田滝小村佐
辺沢林山藤
懲）1（
小
野
塚
真
紀

滝
沢
　
沙
織

室
橋
　
理
恵

相
沢
亜
紀
子

志
賀
　
理
恵

樋
口
ひ
と
み

重
野
　
政
喜

小
野
塚
英
之

小
山
　
鮎
美

小
野
塚
和
志

竹貝竹本高
内沼内山橋

村佐村福高高福柳
山藤山原沢橋原

　
愛
（
天
水
越
・
博
三
女
）

勝
則
（
湯
　
本
・
茂
長
男
）

正
弘
（
松
之
山
・
義
雄
長
男
）

香
織
（
湯
　
山
・
正
彦
長
女
）

雄
介
（
松
之
山
・
修
一
長
男
）

　
　
（
東
　
川
柴
太
郎
の
長
女
）

　
　
（
天
水
越
・
義
久
長
女
）

　
　
（
五
＋
子
平
孝
良
長
女
）

　
　
（
水
　
梨
・
進
長
女
）

　
　
（
松
　
口
・
勝
栄
二
女
）

　
　
（
兎
　
口
・
洋
一
長
女
）

　
　
（
松
之
山
・
喜
三
男
長
男
）

　
　
（
天
水
島
・
英
男
長
男
）

　
　
（
新
　
山
・
清
長
女
）

　
　
（
上
蝦
池
・
益
夫
二
男
）

妙
子
（
湯
　
本
・
明
夫
長
女
）

広
海
（
豊
　
田
二
夫
二
男
）

圭
介
（
湯
之
島
・
吉
一
二
男
）

春
香
（
湯
之
島
・
正
二
長
女
）

久
美
（
坂
　
中
・
信
之
二
女
）

お
　
　
く

、
、
、
ヨ
伽

安
定
㈱

カ
ル
㈲

マ
ツ
㈲

ツ
ル
㈹

政
栄
個

リ
ウ
働

　
清
姻

こ
ん
に
ち
ま

　
　
　
　
　
　
‘
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運転免許証の
更新は

［禦欝羅■
》いつ……5月16日、6月20日

7月18日、8月15日、9月19日

レじかん……手続きは、午前9

時から受付。講習会は、午後1

時から開始。

レどこで……松代総合センター

〉もちもの……①運転免許証②

収入証紙（銀行で購入）③写真

1枚④安全協会費900円（原付と

小特は600円）⑤用紙代300円程

度。

鰯毫．．F．繋『

　今春3月の異動で新潟中央警

察署から松之山駐在所に参りま

した、ピカヒ。カの駐在一年生「岩

淵」です。

　みなさんとともに、松之山町

で交通事故や犯罪が起らないよ

うに頑ばりますので、よろしく

お願いいたします。

佐
藤
藤
五
郎
㈹
（
天
水
越

樋
口
彦
太
郎
鰍
（
中
尾
・

村
山
　
　
清
㈱
（
赤
倉
・

　
　
　
　
み

（
中
尾
・
向
井
）

（
三
桶
・
福
徳
屋
）

（
天
水
島
・
金
塚
）

（
大
荒
戸
・
倉
）

（
中
尾
・
五
郎
院
）

（
橋
詰
・
宮
の
上
）

（
天
水
越
．
広
見
屋
）

（
松
之
山
・
九
善
）

　
　
　
・
藤
べ
え
）

　
　
　
清
五
郎
）

　
　
　
新
屋
）

佐
藤
　
キ
ト
㈲

山
岸
喜
巳
蔵
㈱

久
保
田
キ
イ
㈱

高
橋
　
ソ
メ
㈲

小
林
音
五
郎
㈹

須
藤
　
ツ
ヤ
㈹

佐
藤
　
、
・
・
ユ
㈹

久
保
田
コ
メ
⑳

小
野
塚
年
介
㈱

高
橋
キ
ク
ノ
㈹

小
野
塚
聖
郎
㈹

高
橋
　
清
香
ω

滝
沢
　
正
男
㈱

高
橋
　
小
梅
働

小
野
塚
政
治
㈹

和
久
井
忠
平
㈲

佐
藤
　
ウ
ト
㈹

草
村
　
　
勇
謝

布
施
　
フ
ク
圃

久
保
田
、
、
・
ナ
⑯

佐
藤
　
一
雄
㈹

本
山
久
太
郎
⑬

保
坂
　
ツ
ギ
圃

〃
増
太
郎
⑬

（
天
水
越
・
番
丁
）

（
新
山
・
大
入
り
）

（
松
口
・
い
も
じ
）

（
天
水
島
・
後
峰
）

（
湯
山
・
富
田
屋
）

（
上
蝦
池
・
久
保
田
）

（
天
水
越
・
山
田
屋
）

（
天
水
島
・
田
ぼ
）

（
東
川
・
後
）

（
松
口
・
あ
め
や
）

（
東
川
・
下
新
田
）

（
東
川
・
三
新
）

（
橋
詰
・
後
）

（
中
尾
・
彦
院
）

（
藤
倉
・
太
郎
ぜ
ん
）

（
水
梨
・
大
技
茂
）

（
天
水
越
・
布
付
場
）

（
黒
倉
・
干
場
峰
）

（
〃
　
・
治
郎
院
）

（
曽
根
・
は
か
）

（
中
立
山
・
提
頭
）

（
藤
原
・
久
善
）

（
豊
田
・
鉄
京
）

（
〃
　
・
〃
）

南
雲
　
カ
ツ
㈹
（
西
之
前
・
権
善
）

布
施
　
健
治
⑯
（
黒
倉
・
大
井
）

　　　　　　　　　　　燃　　　　　　　　　鱗　　　　　　　灘　　　　　纏　　　　灘　　鑛難灘雛

新

さ
　
　
ん

難）

…

　
島
田
　
　
　
（
天
水
越
・
ホ
テ
ル
）

罫
茨
城
県
）

塞）薬）

離
橿
）

蕪）

卦

　
、
麟
　
　
逡

郷
、
叢
羅
翻
縷
懸
懸
の
歓

叢
獺
膿
叢
鱒
欝
馨
膨
《
旗

　　　　　　9　　　薦

醐
　　　　露　　圏
雛麟

嶽

擁難i鱗講鱗鍵、，1難、鶴蘇癖鑛魏、鑛鐵翻…鑛鱗

、
繊
繊
響
輪
蟹
鎌
麟
謬
繋
難
薦

i翻灘

◆
織
溌
錨
建
控
圏
・
建
民
憲
識
調
査
よ
り
◆

　
，
灘
繋
．
糞
灘
搬
繊
鎌
圏
磯
灘
糖
簸

、
鑑
織
鐵
楼
灘
鍵
懸
難
鵡
鱒
叢
磯
嶽
繕

・
慧
識
調
盤
蓼
騰
瞭
譲
蓬
鍵
．

　
轟
鱒
欝
灘
隷
．
畿
繕
難
絨
鐵
繋
籔

鮒
辮
糠
緯
懸
難
鞭
灘
縫
懸
囲
灘
蒋
鐘
雛

灘
磁
叢
懇
懸
難
鰭
、
熟
懸
欝
灘
鶏
繕

鐡
鰯
導
壕
傭
鞭
縫
鱗
姦
難
雛
馨
覆
建

難
簸
讐
鎌
懸
．
、
驚
轟
縫
難
惣
義
麹
慧

『
鐵
灘
藻
灘
磁
疑
聴
き
．
謙
籔
叢
繊
懇

饗
灘
灘
鷺
鎭
蒸
懸
議
鞭
胴
建
灘
灘
懲
域

鱗
購
識
燦
麟
騰
難
糊
鍛
溝
驚
騰
鐵
灘

灘
難
霧
獲
織
懸
嶽
識
⑳
難
磁
懇
繍
麟

難
鞭
畷
難
灘
識
難
叢
囎
灘
蹴
灘
韓
纏

　
監
懸
鞍
鐵
黙
・
灘
鶴
・
懸
嚢
難
譲
灘

藥
穂
挺
繕
象
る
評
緬
⑦
魏
戴
の
将
釆

繰
⑧
圏
載
八
の
露
燕
縦
興
策
へ
の
慧

飛
の
義
願
蟹
つ
い
て
調
嚢
馨
懸
っ
む

も
の
馨
鱗
．

　
松
嶽
歯
瞬
懇
獄
、
麓
繋
翌
艦
の
方

織
鑑
の
調
灘
葱
灘
顯
雛
鷲
議
磁
盤
。

署
搬
薄
濾
驚
灘
懸
灘
鐙
灘
鞭
鄭
3
脇

灘
懇
欝
総
濃
静
総
結
繋
灘
、
謹
の
ぽ

“
叢
籔
漢
曇
蜂
ま
麟
礎
臼

　
緩
縣
蓋
趨
難
機
鷹
灘
鞭
懇
．
絵
譲

蝋
購
磯
欝
々
催
灘
馨
灘
識
、
鰐
懇
望

・
灘
麟
轍
葛
醗
鞭
、
馨
分
稀
し
、
ぞ
の

織
黙
難
藏
灘
彰
ま
嚢
・

　
響

潜
67．5

螺

代
　
％

40

　
譲

　
　
　
2
◎

〆6②代

18．』1％

　　’ξ

〆嚢

32．5
％！

50代

41．6％

▲対雛の灘類



l
N
創
1

N。．67川1川ll旺川III”II”1川II川ll”“1睦II”i川川”Illll”II“””lm”lll川llll”Ill川川1川川Illl”川lllm”川“lllll””川1川1”“Ill川川【2】”“II”ll川“””1

構
想
の
認
識
度

　
　
　
　
良
く
知
っ
て
い
る
：
：
六
・
五
％

　
　
　
　
全
く
知
ら
な
い
：
：
二
六
・
O
％

　
国
が
進
め
て
い
る
「
定
住
圏

構
想
」
を
、
よ
く
知
っ
て
い
る

人
は
全
体
の
一
〇
％
未
満
で
し
た

　
し
か
し
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と

が
あ
る
人
を
含
め
る
と
七
〇
％

を
超
え
、
大
部
分
の
人
が
何
ら

か
の
方
法
で
こ
の
構
想
を
と
ら

え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
傾
向
は
、
圏
域
全
体
に

共
通
し
て
い
ま
す
。

20代 2　　　3 4
30代 1 2　　　　　　3　　4

40代 1　　2 3　　　　　4

50代 1　　2 3　　　　　4

60代 2 3　　　　　　4

計 1　　2 3　　　　4

　現在住んでいる所に満足か、否か

の問に満足の人52％、不満足の人46

％弱となっています。

　これは東頸城、全域に比べると満

足度が低く、不満度が高くなってい

ます。

　具体的に「何ギ満足か」では、①

きれいな空気・水②少ない公害③人

情・山や川の自然条件となっていま

居住性の満足度

2
27．3％

1
良
く
細
約
て
い
る
。

2
新
賜
灘
騨
レ
ビ
な
ど

　
で
轟
、
藏
勢
、
聞
い
た

　
麹
彰
縢
濫
と
が
あ
る

3
灘
ま
婁
難
ら
な
い
が

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

4
全
く
知
ら
な
い
。

雪がなければ

よいところだ

III“IIIll“1”1”“広報まつのやま

14．3％

　　237．7％

す。

　一方「不満」は①雪の

降積雪②医療機関が少な

い③交通の不便④働き場

がない⑤日常活動の不便

⑥高物価の順となってお

り「雪」に対する不満が圧

倒的でした。

肪
％

　
％4
2
6

340．2％

20代 2　　　　3　　　　4

30代 1　2　　　　　3　　　　　4

40代 1　　　2　　　　　　3　　4 5
50代 1　　　2　　　　　　　3 4
60代 1　　　　　2　　　3　4 5
計 1　　　2　　　　　3　　　4 5

節
％
5

　　／

　／

／
／

　　　335％

＼

．／　　　　4
　　　10．4％
＼
　　　＼

＼
＼

1
満
足
。
、

2
ど
ち
ら
魏
芝
い
え
ば
満
足

灘
灘
鞍
蕪
灘
芝
い
え
ば
不
満

療
叢
驚
感
鷹
瀞
．

5
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
他

黙魅力ある地域“をつくるにはど

　　　　　　　　　ヤ、ま諜かし、よらたしフ

　
こ
の
調
査
で
意
見
・
要
望
を
寄
せ

ら
れ
た
方
は
、
全
体
の
三
〇
％
弱
で

し
た
。
そ
の
文
面
に
は
、
圏
域
、
と
り

わ
け
山
間
豪
雪
地
帯
の
生
活
環
境
の

整
備
と
、
働
く
場
所
の
確
保
に
よ
る

定
住
の
促
進
を
望
む
声
が
強
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
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＼　　＼＼

、＼
　30％

／　
／
　
　
／

％
　
　
／

23

定
住
志
向

一
生
こ
こ
に
住
み
た
い
．

6
眺

5
　9．8％

＼4
　　13％

「
雪
の
た
め
困
る
こ
と
」
は
、

2
晩

／6
3．6％、

三
地
域
と
も
①
雪
お
ろ
し
の
苦

労
②
道
路
の
し
ゃ
断
を
挙
げ
、

松
之
山
で
は
全
体
の
半
数
以
上

が
こ
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
ほ

か
③
働
く
場
④
出
稼
ぎ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

－
道
路
の
し
ゃ
断

糞
激
急
自
動
車
の
不
通

3
懸
織
難
覇
し
の
苦
労

4
働
“
揚
、

5
出
稼
嘉

6
そ
の
憾
、
．
辮
鞭
、

20代 1 2　　3　　4 5　6

30代 1　2 3　　　　4 5　6

40代 1　2 3　　　4　5　6

50代 1　　2 3　　　4　5 6
60代 1　　2　　3　　45 6
計 6 2　　3　　　4　5 6

「
将
来
も
今
の
所
に
住
み
ま

す
か
」
の
問
に
、
六
〇
％
強

の
人
が
引
続
き
松
之
山
に
住

み
た
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
半
面
、
移
り
た
い
と
す
る
人

の
う
ち
町
内
の
ど
こ
か
に
移

り
た
い
、
と
す
る
人
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

蜻　　　　　）
…豊のために困る」と

“雪おろし“の苦労

・
三
二
％

20代 2 3
30代 1 2　　　3 6
40代 5 2　　　3　　6

50代 1　　　2 3 5　6
60代 1 2 3　5
計 1 2　　　3 56

　
ま
た
意
見
の
特
徴
と
し
て
は
、
農

林
業
・
観
光
の
振
興
、
工
場
誘
致
な

ど
に
よ
っ
て
、
若
者
の
働
く
場
所
を

増
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
希
望
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
も
あ
っ

て
、
嫁
不
足
、
後
継
者
対
策
と
関
連

す
る
も
の
に
「
老
人
の
域
に
達
す
る

と
、
冬
の
雪
が
心
配
だ
」
と
す
る
切

実
な
解
決
策
を
望
む
声
も
あ
り
ま
し

た
。

交
通
体
系

1一生住み累麟灘

2今は移る気瀞ない。

3事情があって穣鯵な婚。

4町外へ移砂たい。

5どこへでも移りたい。

－
4
件
－

32，5％

％2
　
　
』
鱒

5

5
10．9％

3
23，4％

2
28％

▽
道
路
の
整
備
を
ま
づ
優
先
し
、
冬

期
間
で
も
安
心
の
で
き
る
道
路
を
。

▽
な
ん
と
い
っ
て
も
豪
雪
を
克
服
す

る
交
通
関
係
施
設
の
整
備
で
あ
る
。

　
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業
は
、
こ

れ
に
か
か
っ
て
い
る
。
時
代
は
変
っ

て
も
雪
は
確
実
に
降
る
。
こ
の
雪
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
よ
う
な
夢
が

見
た
い
。

▽
大
都
市
圏
と
の
交
通
網
を
整
備
し

て
、
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
ほ
し
い

▽
高
速
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
「
観

光
」
へ
活
路
が
開
か
れ
る
と
思
ラ
。

　
百
年
の
大
計
を
も
っ
て
交
通
基
盤

の
整
備
に
重
点
を
置
い
て
ほ
し
い
。

社
会
福
祉

－
5
件
－

▽
い
つ
で
も
安
心
し
て
診
て
も
ら
え

る
医
療
施
設
を
。

▽
医
療
機
関
の
拡
大
に
よ
り
安
心
し
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構
想
の
認
識
度

　
　
　
　
良
く
知
っ
て
い
る
：
：
六
・
五
％

　
　
　
　
全
く
知
ら
な
い
：
：
二
六
・
O
％

　
国
が
進
め
て
い
る
「
定
住
圏

構
想
」
を
、
よ
く
知
っ
て
い
る

人
は
全
体
の
一
〇
％
未
満
で
し
た

　
し
か
し
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と

が
あ
る
人
を
含
め
る
と
七
〇
％

を
超
え
、
大
部
分
の
人
が
何
ら

か
の
方
法
で
こ
の
構
想
を
と
ら

え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
傾
向
は
、
圏
域
全
体
に

共
通
し
て
い
ま
す
。

20代 2　　　3 4
30代 1 2　　　　　　3　　4

40代 1　　2 3　　　　　4

50代 1　　2 3　　　　　4

60代 2 3　　　　　　4

計 1　　2 3　　　　4

　現在住んでいる所に満足か、否か

の問に満足の人52％、不満足の人46

％弱となっています。

　これは東頸城、全域に比べると満

足度が低く、不満度が高くなってい

ます。

　具体的に「何ギ満足か」では、①

きれいな空気・水②少ない公害③人

情・山や川の自然条件となっていま

居住性の満足度

2
27．3％

1
良
く
細
約
て
い
る
。

2
新
賜
灘
騨
レ
ビ
な
ど

　
で
轟
、
藏
勢
、
聞
い
た

　
麹
彰
縢
濫
と
が
あ
る

3
灘
ま
婁
難
ら
な
い
が

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

4
全
く
知
ら
な
い
。

雪がなければ

よいところだ

III“IIIll“1”1”“広報まつのやま

14．3％

　　237．7％

す。

　一方「不満」は①雪の

降積雪②医療機関が少な

い③交通の不便④働き場

がない⑤日常活動の不便

⑥高物価の順となってお

り「雪」に対する不満が圧

倒的でした。

肪
％

　
％4
2
6

340．2％

20代 2　　　　3　　　　4

30代 1　2　　　　　3　　　　　4

40代 1　　　2　　　　　　3　　4 5
50代 1　　　2　　　　　　　3 4
60代 1　　　　　2　　　3　4 5
計 1　　　2　　　　　3　　　4 5

節
％
5

　　／

　／

／
／

　　　335％

＼

．／　　　　4
　　　10．4％
＼
　　　＼

＼
＼

1
満
足
。
、

2
ど
ち
ら
魏
芝
い
え
ば
満
足

灘
灘
鞍
蕪
灘
芝
い
え
ば
不
満

療
叢
驚
感
鷹
瀞
．

5
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
他

黙魅力ある地域“をつくるにはど

　　　　　　　　　ヤ、ま諜かし、よらたしフ

　
こ
の
調
査
で
意
見
・
要
望
を
寄
せ

ら
れ
た
方
は
、
全
体
の
三
〇
％
弱
で

し
た
。
そ
の
文
面
に
は
、
圏
域
、
と
り

わ
け
山
間
豪
雪
地
帯
の
生
活
環
境
の

整
備
と
、
働
く
場
所
の
確
保
に
よ
る

定
住
の
促
進
を
望
む
声
が
強
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
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＼　　＼＼

、＼
　30％

／　
／
　
　
／

％
　
　
／

23

定
住
志
向

一
生
こ
こ
に
住
み
た
い
．

6
眺

5
　9．8％

＼4
　　13％

「
雪
の
た
め
困
る
こ
と
」
は
、

2
晩

／6
3．6％、

三
地
域
と
も
①
雪
お
ろ
し
の
苦

労
②
道
路
の
し
ゃ
断
を
挙
げ
、

松
之
山
で
は
全
体
の
半
数
以
上

が
こ
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
ほ

か
③
働
く
場
④
出
稼
ぎ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

－
道
路
の
し
ゃ
断

糞
激
急
自
動
車
の
不
通

3
懸
織
難
覇
し
の
苦
労

4
働
“
揚
、

5
出
稼
嘉

6
そ
の
憾
、
．
辮
鞭
、

20代 1 2　　3　　4 5　6

30代 1　2 3　　　　4 5　6

40代 1　2 3　　　4　5　6

50代 1　　2 3　　　4　5 6
60代 1　　2　　3　　45 6
計 6 2　　3　　　4　5 6

「
将
来
も
今
の
所
に
住
み
ま

す
か
」
の
問
に
、
六
〇
％
強

の
人
が
引
続
き
松
之
山
に
住

み
た
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
半
面
、
移
り
た
い
と
す
る
人

の
う
ち
町
内
の
ど
こ
か
に
移

り
た
い
、
と
す
る
人
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

蜻　　　　　）
…豊のために困る」と

“雪おろし“の苦労

・
三
二
％

20代 2 3
30代 1 2　　　3 6
40代 5 2　　　3　　6

50代 1　　　2 3 5　6
60代 1 2 3　5
計 1 2　　　3 56

　
ま
た
意
見
の
特
徴
と
し
て
は
、
農

林
業
・
観
光
の
振
興
、
工
場
誘
致
な

ど
に
よ
っ
て
、
若
者
の
働
く
場
所
を

増
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
希
望
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
も
あ
っ

て
、
嫁
不
足
、
後
継
者
対
策
と
関
連

す
る
も
の
に
「
老
人
の
域
に
達
す
る

と
、
冬
の
雪
が
心
配
だ
」
と
す
る
切

実
な
解
決
策
を
望
む
声
も
あ
り
ま
し

た
。

交
通
体
系

1一生住み累麟灘

2今は移る気瀞ない。

3事情があって穣鯵な婚。

4町外へ移砂たい。

5どこへでも移りたい。

－
4
件
－

32，5％

％2
　
　
』
鱒

5

5
10．9％

3
23，4％

2
28％

▽
道
路
の
整
備
を
ま
づ
優
先
し
、
冬

期
間
で
も
安
心
の
で
き
る
道
路
を
。

▽
な
ん
と
い
っ
て
も
豪
雪
を
克
服
す

る
交
通
関
係
施
設
の
整
備
で
あ
る
。

　
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業
は
、
こ

れ
に
か
か
っ
て
い
る
。
時
代
は
変
っ

て
も
雪
は
確
実
に
降
る
。
こ
の
雪
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
よ
う
な
夢
が

見
た
い
。

▽
大
都
市
圏
と
の
交
通
網
を
整
備
し

て
、
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
ほ
し
い

▽
高
速
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
「
観

光
」
へ
活
路
が
開
か
れ
る
と
思
ラ
。

　
百
年
の
大
計
を
も
っ
て
交
通
基
盤

の
整
備
に
重
点
を
置
い
て
ほ
し
い
。

社
会
福
祉

－
5
件
－

▽
い
つ
で
も
安
心
し
て
診
て
も
ら
え

る
医
療
施
設
を
。

▽
医
療
機
関
の
拡
大
に
よ
り
安
心
し
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　お　ヨ　幹
5．3％道線2。2％

　　路生　　3．8活　％路道バス
雨　　3・3％　2．4％
交通　 鉄道

　副　　休日・夜間

他諜輔響％
　酔訟譲ひ3％
　識零奪2．8％

　藤　轡3・2％
　　2．7％

そ
のその他

67．2％

20代　道路、休日夜間診療所、魅力ある商店街、雪、し尿、消火栓

30代　医療施設、道路、雪、ガケ崩れ、鉄道、河川排水路

40代　医療施設、雪、道路、バス、鉄道、ガケ崩れ、河川排水路

50代　雪、バス、道路、医療施設、鉄道、在宅老人介，1隻、ガケ崩れ

60代　雪、医療施設、道路、ガケ崩れ、子供の遊び場、集会場

計　　雪、医療施設、道路、バス、ガケ崩れ、子供の遊び場

20代 1 2 4
30代 1 2 4 5
40代 1 2 3 4 5
50代 1 2 3 45
60代 1 2 3 4 5
計 1 2 3 4　5

今、困ること
　不便な点は●・●・

・やっぱり雪

そして

　　医療体制

　
周
囲
の
生
活
環
境
で
困
っ
て
い
た
り
、
必
要
と

思
っ
た
り
し
て
い
る
も
の
と
し
て
①
帯
，
②
休
日
夜

間
診
療
所
③
幹
線
道
路
④
子
供
の
遊
び
場
な
ど
を

挙
げ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
美
術
館
、
博
物
館
、
運
動
公
園
、
ゴ
ミ

し
尿
処
理
な
ど
の
施
設
整
備
の
方
法
に
つ
い
て
、

町
村
の
経
費
や
住
民
の
利
便
を
考
え
て
、
一
市
町

村
単
独
で
実
施
す
る
の
が
よ
い
か
、
共
同
で
す
る

の
が
よ
い
か
、
の
問
い
に
対
し
て
松
之
山
町
で
は

「
単
独
で
一
が
一
六
％
弱
、
「
共
同
で
」
は
六
八

％
余
り
で
し
た
．

　
な
お
、
こ
の
結
果
は
圏
域
全
体
で
共
通
し
て
い

ま
す
。

1
負
麹
繍
鰭
も
整
備

2
負
燃
爾
範
囲
内
で
整
備

3
必
要
灘
轡
限
に
整
備

4
わ
か
鑛
鞍
い

5
無
躍
篠

／／1、＼
4
　16．9％　15・6％／

、
、
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
／
ド

3
13％

2　50．6％

て
生
活
で
き
る
地
域
に
。

▽
医
師
の
確
保
に
国
・
県
は
光
を
与

え
て
ほ
し
い
。

▽
医
師
不
足
解
消
を
願
う
。

▽
社
会
福
祉
の
充
実
を
忘
れ
な
い
で

　
教
育
余
暇
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
9
…
3
件
…
・

▽
人
材
育
成
の
た
め
教
育
を
重
要
視

し
て
ほ
し
い
。

▽
若
者
が
多
く
こ
の
地
に
働
く
よ
う

中
学
校
・
高
等
学
校
在
学
中
か
ら
教

育
す
る
こ
と
。

▽
労
働
の
余
暇
に
レ
ジ
ャ
ー
を
。

　
産
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
1
6
件
…
…

▽
産
業
の
振
興
を
図
り
、
就
業
の
機

会
を
多
く
し
て
、
若
者
も
地
元
に
残

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
。

▽
各
種
産
業
の
振
興
を
図
り
、
若
者

の
定
着
を
め
ざ
し
、
不
安
の
な
い
明

る
い
前
途
の
見
通
し
あ
る
地
域
づ
く

り
を
希
望
し
た
い
。

▽
土
地
条
件
の
悪
さ
と
出
稼
ぎ
の
解

消
、
こ
の
問
題
に
政
府
は
真
剣
に
取

り
く
ん
で
ほ
し
い
．

▽
就
職
し
て
一
生
そ
の
職
業
で
努
力

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
職
業
。

　
中
・
高
新
卒
を
全
部
吸
収
で
き
る

よ
う
な
土
地
。
第
一
に
働
き
場
所
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

▽
①
東
頸
市
②
松
之
山
温
泉
郷
③
中

立
山
ダ
ム
④
基
盤
整
備
及
び
未
利
用

地
を
畑
造
成
し
て
「
大
豆
畑
」
を
そ

5】”1”1””1”Illl”II””1””””1””ll”Illll”II”II”Illl”””II””1“”1”lll”Illl”””1”lllII“II“”1“1”II”II”Ill“1”””1””ll”1“””広報まつのやま　Nα67

75．3％

総
％
4

　
　
幌

　
　
　
　
％

　
　
　
　
む

　
　
　
　
臥

　
　
　
り
∠
　
1

10年前に比べて

　　道路…………よくなった　　75．3％
　　人情味……・…うすれた　　　42．9％

　　　祭…………寂しくなった55．8％
　　ショッピング…・便利になった　57．1％

　松之山町に限ってこの十年間の住民の評価をみると、道路状態と

買物環境がよくなった、と答えた人が目立ちました。

　しかし、自然環境、騒音の悪化、人情味、連帯意識の薄れ、祭り

行事のさびれなどにはかなり厳しい採点が下りました。

　特に①祭り行事がさびしくなった56％②人情味が薄れた43％③連

帯意識が薄れた34％の結果は、考えさせるものがあります。

　なおこの評価は、圏域全体でも大差のない結果となりました。

60 50 40 30 20
計
代 代 代 代 代

1
8 1 1 6

1

2

2 2 2 2
3

3 3 3 3 4

蹴

20代 1　　　2 3
30代 1　　　2 3　　　4

40代 1　　　2 3
50代 1　　　2 3　　　4

60代 2 3　　　4
計 1　　　2 3　　　4

人
情

1良くなった

2変騒鱒

3薄轟懸、

4無回答

　　　3　　　　　／

　　　　42，9％

　　　　　　　　　7

9．1・∂　　／

、
巌

4
7．7％

2
40．3％

＼

れ
ぞ
れ
実
現
し
て
。

▽
農
林
業
と
観
光
の
振
興
に
併
せ
、

工
場
誘
致
を
。

▽
高
田
・
直
江
津
地
域
に
産
業
を
振

興
さ
せ
る
。
そ
こ
で
働
く
人
は
、
東

頸
の
人
で
ま
か
な
う
。
そ
れ
の
通
勤

を
便
利
に
す
る
た
め
松
之
山
、
松
代

か
ら
通
勤
バ
ス
を
運
行
す
る
。

▽
民
間
会
社
と
郡
内
各
町
村
が
協
力

し
て
、
バ
ス
運
営
を
行
っ
た
ら
ど
う

か
。▽
上
越
市
に
マ
イ
カ
ー
で
の
乗
入
れ

を
防
げ
ば
、
交
通
安
全
・
石
油
資
源

の
節
約
に
な
る
と
思
う
。

▽
出
稼
ぎ
せ
ず
に
一
家
の
主
人
が
懸

命
に
働
け
る
場
所
、
す
な
わ
ち
男
子

を
雇
用
す
る
工
場
の
誘
致
を
望
む
。

▽
何
よ
り
も
ま
ず
若
い
人
の
働
き
場

所
が
ほ
し
い
。

▽
温
泉
井
を
増
や
し
、
町
全
体
が
温

泉
郷
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
な
方
策

を
望
む
。

▽
工
業
を
拡
大
し
て
、
若
い
人
の
U

タ
ー
ン
を
受
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

▽
年
間
を
通
し
て
、
安
心
し
て
働
け

る
場
所
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
増
や
し

て
ほ
し
い
。

▽
観
光
の
振
興
で
、
温
泉
町
に
活
気
を

▽
特
定
産
業
を
興
し
、
所
得
の
倍
増

を
。
農
地
の
大
型
経
営
と
出
稼
ぎ
の

解
消
を
。

　
克
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
…
5
件
…
…
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　お　ヨ　幹
5．3％道線2。2％

　　路生　　3．8活　％路道バス
雨　　3・3％　2．4％
交通　 鉄道

　副　　休日・夜間

他諜輔響％
　酔訟譲ひ3％
　識零奪2．8％

　藤　轡3・2％
　　2．7％

そ
のその他

67．2％

20代　道路、休日夜間診療所、魅力ある商店街、雪、し尿、消火栓

30代　医療施設、道路、雪、ガケ崩れ、鉄道、河川排水路

40代　医療施設、雪、道路、バス、鉄道、ガケ崩れ、河川排水路

50代　雪、バス、道路、医療施設、鉄道、在宅老人介，1隻、ガケ崩れ

60代　雪、医療施設、道路、ガケ崩れ、子供の遊び場、集会場

計　　雪、医療施設、道路、バス、ガケ崩れ、子供の遊び場

20代 1 2 4
30代 1 2 4 5
40代 1 2 3 4 5
50代 1 2 3 45
60代 1 2 3 4 5
計 1 2 3 4　5

今、困ること
　不便な点は●・●・

・やっぱり雪

そして

　　医療体制

　
周
囲
の
生
活
環
境
で
困
っ
て
い
た
り
、
必
要
と

思
っ
た
り
し
て
い
る
も
の
と
し
て
①
帯
，
②
休
日
夜

間
診
療
所
③
幹
線
道
路
④
子
供
の
遊
び
場
な
ど
を

挙
げ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
美
術
館
、
博
物
館
、
運
動
公
園
、
ゴ
ミ

し
尿
処
理
な
ど
の
施
設
整
備
の
方
法
に
つ
い
て
、

町
村
の
経
費
や
住
民
の
利
便
を
考
え
て
、
一
市
町

村
単
独
で
実
施
す
る
の
が
よ
い
か
、
共
同
で
す
る

の
が
よ
い
か
、
の
問
い
に
対
し
て
松
之
山
町
で
は

「
単
独
で
一
が
一
六
％
弱
、
「
共
同
で
」
は
六
八

％
余
り
で
し
た
．

　
な
お
、
こ
の
結
果
は
圏
域
全
体
で
共
通
し
て
い

ま
す
。

1
負
麹
繍
鰭
も
整
備

2
負
燃
爾
範
囲
内
で
整
備

3
必
要
灘
轡
限
に
整
備

4
わ
か
鑛
鞍
い

5
無
躍
篠

／／1、＼
4
　16．9％　15・6％／

、
、
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
／
ド

3
13％

2　50．6％

て
生
活
で
き
る
地
域
に
。

▽
医
師
の
確
保
に
国
・
県
は
光
を
与

え
て
ほ
し
い
。

▽
医
師
不
足
解
消
を
願
う
。

▽
社
会
福
祉
の
充
実
を
忘
れ
な
い
で

　
教
育
余
暇
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
9
…
3
件
…
・

▽
人
材
育
成
の
た
め
教
育
を
重
要
視

し
て
ほ
し
い
。

▽
若
者
が
多
く
こ
の
地
に
働
く
よ
う

中
学
校
・
高
等
学
校
在
学
中
か
ら
教

育
す
る
こ
と
。

▽
労
働
の
余
暇
に
レ
ジ
ャ
ー
を
。

　
産
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
1
6
件
…
…

▽
産
業
の
振
興
を
図
り
、
就
業
の
機

会
を
多
く
し
て
、
若
者
も
地
元
に
残

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
。

▽
各
種
産
業
の
振
興
を
図
り
、
若
者

の
定
着
を
め
ざ
し
、
不
安
の
な
い
明

る
い
前
途
の
見
通
し
あ
る
地
域
づ
く

り
を
希
望
し
た
い
。

▽
土
地
条
件
の
悪
さ
と
出
稼
ぎ
の
解

消
、
こ
の
問
題
に
政
府
は
真
剣
に
取

り
く
ん
で
ほ
し
い
．

▽
就
職
し
て
一
生
そ
の
職
業
で
努
力

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
職
業
。

　
中
・
高
新
卒
を
全
部
吸
収
で
き
る

よ
う
な
土
地
。
第
一
に
働
き
場
所
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

▽
①
東
頸
市
②
松
之
山
温
泉
郷
③
中

立
山
ダ
ム
④
基
盤
整
備
及
び
未
利
用

地
を
畑
造
成
し
て
「
大
豆
畑
」
を
そ

5】”1”1””1”Illl”II””1””””1””ll”Illll”II”II”Illl”””II””1“”1”lll”Illl”””1”lllII“II“”1“1”II”II”Ill“1”””1””ll”1“””広報まつのやま　Nα67

75．3％

総
％
4

　
　
幌

　
　
　
　
％

　
　
　
　
む

　
　
　
　
臥

　
　
　
り
∠
　
1

10年前に比べて

　　道路…………よくなった　　75．3％
　　人情味……・…うすれた　　　42．9％

　　　祭…………寂しくなった55．8％
　　ショッピング…・便利になった　57．1％

　松之山町に限ってこの十年間の住民の評価をみると、道路状態と

買物環境がよくなった、と答えた人が目立ちました。

　しかし、自然環境、騒音の悪化、人情味、連帯意識の薄れ、祭り

行事のさびれなどにはかなり厳しい採点が下りました。

　特に①祭り行事がさびしくなった56％②人情味が薄れた43％③連

帯意識が薄れた34％の結果は、考えさせるものがあります。

　なおこの評価は、圏域全体でも大差のない結果となりました。

60 50 40 30 20
計
代 代 代 代 代

1
8 1 1 6

1

2

2 2 2 2
3

3 3 3 3 4

蹴

20代 1　　　2 3
30代 1　　　2 3　　　4

40代 1　　　2 3
50代 1　　　2 3　　　4

60代 2 3　　　4
計 1　　　2 3　　　4

人
情

1良くなった

2変騒鱒

3薄轟懸、

4無回答

　　　3　　　　　／

　　　　42，9％

　　　　　　　　　7

9．1・∂　　／

、
巌

4
7．7％

2
40．3％

＼

れ
ぞ
れ
実
現
し
て
。

▽
農
林
業
と
観
光
の
振
興
に
併
せ
、

工
場
誘
致
を
。

▽
高
田
・
直
江
津
地
域
に
産
業
を
振

興
さ
せ
る
。
そ
こ
で
働
く
人
は
、
東

頸
の
人
で
ま
か
な
う
。
そ
れ
の
通
勤

を
便
利
に
す
る
た
め
松
之
山
、
松
代

か
ら
通
勤
バ
ス
を
運
行
す
る
。

▽
民
間
会
社
と
郡
内
各
町
村
が
協
力

し
て
、
バ
ス
運
営
を
行
っ
た
ら
ど
う

か
。▽
上
越
市
に
マ
イ
カ
ー
で
の
乗
入
れ

を
防
げ
ば
、
交
通
安
全
・
石
油
資
源

の
節
約
に
な
る
と
思
う
。

▽
出
稼
ぎ
せ
ず
に
一
家
の
主
人
が
懸

命
に
働
け
る
場
所
、
す
な
わ
ち
男
子

を
雇
用
す
る
工
場
の
誘
致
を
望
む
。

▽
何
よ
り
も
ま
ず
若
い
人
の
働
き
場

所
が
ほ
し
い
。

▽
温
泉
井
を
増
や
し
、
町
全
体
が
温

泉
郷
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
な
方
策

を
望
む
。

▽
工
業
を
拡
大
し
て
、
若
い
人
の
U

タ
ー
ン
を
受
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

▽
年
間
を
通
し
て
、
安
心
し
て
働
け

る
場
所
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
増
や
し

て
ほ
し
い
。

▽
観
光
の
振
興
で
、
温
泉
町
に
活
気
を

▽
特
定
産
業
を
興
し
、
所
得
の
倍
増

を
。
農
地
の
大
型
経
営
と
出
稼
ぎ
の

解
消
を
。

　
克
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
…
5
件
…
…
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20代 1　　　　　　　3

30代 1　　　2 3　　　4

40代 1　2　　　　　　3

50代 1　　　　　2 3　　4

60代 2　　　　3 4
計 1　　2 3　　　　4

1　57，1％

－
旨
韓
讐
っ
た

齢
騒
．
た

舗
％
4

2
36．4％

虜’6
3／

買いもの環境

－
便
翻
縫
癒
っ
た

2
変
ら
難
い

3
不
叢
な
っ
た

4
無
曝
欝

20代 1　　　　　　　2

30代 1　　　　　　　2 4
40代 1　　　　　　　2 3
50代 1　　　　　　　2 3
60代 2　　　　　　　4

計 1　　　　　　　2 34

「松之山町は、将来どんな町として発展させたいか」の

問いで①農業46％弱②観光25％弱③工業18％となり、「後

継者不足」とは裏腹に「農業の町」を目指す人が、多い

結果が出ました。

㊧◇死△
　　355，89。　1
27，3・。　　／
　　　　〆／　　　　／＼　　／＼　／　又ノ

将来どんな町と

　　　　　　したいか

20代 2
30代 1 2 4
40代 1 2 3 4
50代 1 2 3　4
60代 1 2 3　4
計 1 2 3 4

＼観光都市は
　　　＼イ可場
145．5％　　／

』レ／

4
11．6％

3
18．2％

／／

▽
克
雪
対
策
に
よ
っ
て
、
若
者
の
定

着
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

▽
雪
害
対
策
と
真
剣
に
取
り
く
ん
で

ほ
し
い
。

▽
冬
期
の
交
通
確
保
。

▽
早
く
無
雪
化
に
し
て
ほ
し
い
。

▽
老
人
の
域
に
達
す
る
と
、
冬
の
雪

が
一
番
心
配
で
あ
る
。

　
施
策
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
4
件
…
：

▽
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
と
、
自

ら
嫁
を
探
す
人
は
い
な
い
よ
う
だ
。

　
地
域
に
独
身
女
性
が
い
な
い
状
態

で
は
、
町
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

嫁
さ
が
し
に
取
り
く
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

▽
過
疎
地
帯
の
農
家
の
嫁
を
世
話
す

る
こ
と
が
、
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

▽
人
口
増
加
に
努
め
、
過
疎
の
な
い

町
に
な
る
よ
う
に
。

▽
農
業
後
継
者
に
嫁
を
。

　
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
：
…
3
件
…
…

▽
上
越
圏
域
に
属
す
る
よ
り
も
、
豊

原
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
れ
ば
、
十
日

町
圏
域
に
属
し
た
方
が
、
交
通
条
件

か
ら
も
大
変
便
利
だ
と
思
う
。

▽
町
村
合
併
の
結
果
、
ど
こ
の
町
村

も
中
心
地
を
優
先
的
に
考
え
て
い
る

　
も
う
少
し
平
等
な
政
治
を
や
れ
ば

こ
れ
程
過
疎
に
な
ら
な
い
と
思
う
。

▽
地
域
住
民
の
声
を
大
き
く
取
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。
　
　
　
（
完
）
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重　　議会だより年覆難響雛1翫携羨購欝
館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を含む16議案が、原案どおり可決成坐しました。

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　このうち3千万円を超えるため、議会の議決が必要な3つ
窪　　　　　　6月定例会な　　　の事業も本契約を経て、年内完成に剛働き出しました。

雀　　　　　　　　　一般質問には、3議員が立ち①希望館の運営②医療行政
　　　　　　　　　　　　ひろう　　③保育料の軽減など、それぞれの立場で当面する町政にっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて、その所信を質しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この定例会で可決した主な議案と要旨をこ》紹介します。

54

年
予
算
補
正

　
今
回
で
レ
回
目
に
な
り
、
最
終
予

算
規
模
は
、
一
卜
一
億
ニ
モ
八
レ
几
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
町
債
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
・
二
次
林
構
分
　
　
二
四
〇
万
円

　
・
三
省
小
屋
体
分
　
△
二
〇
万
円

　
・
田
麦
立
地
区
農
業
基
盤
整
備
事

　
　
業
分
　
　
　
△
一
、
三
八
O
万
円

　
・
蝦
池
宮
中
線
災
害
復
旧
事
業
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円

▽
自
動
卓
関
係
の
税
収
が
増
え
ま
し

た
。　
・
重
量
譲
与
税
　
　
四
〇
〇
万
円

　
・
道
路
　
〃
　
　
　
五
〇
〇
万
円

　
・
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

▽
松
之
山
診
療
所
勘
定
に
繰
出
し
を

追
加
し
ま
し
た
。
　
　
三
〇
〇
万
円

▽
峰
越
、
菱
ケ
岳
両
林
道
の
開
設
負

担
金
と
し
て
、
県
に
納
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
〇
万
円

55

年
予
算
補
正

▽
田
麦
立
地
区
に
育
苗
施
設
、
田
植

機
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
観
光
施
設
の
整
備
に
充
て
る
た
め

積
立
て
し
ま
し
た
。
　
三
八
八
万
円

▽
浦
田
保
育
所
の
屋
外
あ
そ
び
場
を

整
備
し
ま
し
た
。
　
　
　
三
五
万
円

▽
霊
枢
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
大
厳
芋
原
牧
場
内
の
道
路
を
生
コ

ン
舗
装
し
ま
し
た
。
　
　
九
八
万
円

▽
「
希
望
館
」
の
屋
根
が
雪
で
壊
れ

修
理
し
ま
し
た
。
　
　
　
五
一
万
円

▽
林
道
（
浦
田
～
峰
越
林
道
）
の
測

　
　
　
（
延
長
八
○
O
m
）
及
び
、

町
有
林
の
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
二
四
五
、
万
円

▽
牧
場
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
し
ま

す
。
　
（
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
電
気
引
込
み

テ
ン
ト
、
毛
布
な
ど
を
購
入
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
万
円

▽
ミ
ニ
総
。
ハ
（
湯
之
島
地
区
）
の
農

道
用
地
の
買
収
・
立
木
の
補
償
を
行

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

▽
町
道
の
補
修
用
砂
利
・
生
コ
ン
な

ど
の
材
料
が
不
足
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

▽
ヒ
川
手
橋
（
観
音
与
地
内
）
を
修

繕
し
ま
す
。
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

▽
ロ
ー
タ
リ
除
雪
卓
購
入
に
不
足
が

生
じ
ま
し
た
。
　
　
　
二
三
五
万
円

▽
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
県
に
代
っ
て

整
備
し
ま
す
。
　
　
　
六
五
〇
万
円

▽
松
之
山
小
に
ス
キ
i
場
を
造
成
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
三
省
小
の
地
下
に
燃
料
用
の
配
管

を
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
七
五
万
円

▽
「
庚
申
祭
」
の
模
様
を
八
、
・
、
リ
フ

イ
ル
ム
に
収
録
し
ま
す
。
　
五
万
円

▽
町
民
体
育
館
が
完
成
し
、
土
留
め

工
事
を
行
い
ま
す
。
　
七
〇
〇
万
円

▽
町
道
蝦
池
宮
中
線
（
上
蝦
池
）
な

ど
の
災
害
を
復
旧
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
万
円

条
例
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
体
育
館
使
用
料
・
夜
問
0
0
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

▽
町
税
条
例
　
　
　
（
抜
す
い
）

　
個
人
の
県
町
民
税
均
等
割
が
課
税

さ
れ
な
い
限
度
額
が
十
七
万
六
干
円

に
な
り
、
均
等
割
額
が
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
所
得
割
の
聴
準
に
な
る
金
額

の
一
部
も
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た

四
五
万
円
～
六
九
万
几
f
「
円
　
四
％

ヒ
○
万
円
～
九
九
万
几
モ
円
　
五
％

ズ
日
万
円
～
ド
日
二
十
・
几
斤
ワ
凡
エ
ー
円
山
ハ
％

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
た
ば
こ
消
費
税
の
算
定
基
礎
に
な

る
本
数
が
、
来
年
三
月
末
ま
で
実
際

の
本
数
に
一
、
〇
四
〇
を
乗
じ
た
本
数

「
希
望
館
」
の
運
営
は

サ
ー
ビ
ス
向
上
を

　
　
　
　
　
優
先
に

質
問
昨
年
．
希
誰
」
の
裏
に
入

　
　
っ
て
感
じ
た
こ
と
を
申
し
上
げ

て
み
た
い
。

　
そ
れ
は
、
飲
み
も
の
な
ど
を
注
文

し
て
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
に
届
く
ま
で

か
な
り
の
時
問
が
か
か
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
と
し
も
に
ぎ
わ
う
時
期
を
迎
え

る
に
当
り
、
お
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

今
一
歩
増
進
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
私
は
「
利
益
の
追
求
」
よ
り
も
、

「
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
優
先

と
な
り
ま
し
た
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
保
険
税
の
最
高
限
度
額
が
月
二
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
と
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例

　
先
の
選
挙
で
の
管
理
者
、
立
会
人

な
ど
の
報
酬
が
一
〇
％
強
引
上
げ
に

な
り
ま
し
た
。
開
票
管
理
者
（
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
六
〇
〇
円

投
開
票
及
び
選
挙
立
会
人
（
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
円

▽
職
員
定
数
条
例

　
町
長
の
事
務
部
局
職
員
が
次
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
合
計
で
は
町
民

四
十
四
人
に
一
人
の
割
合
と
な
り
ま

す
。
　
（
七
月
一
日
現
在
）

　
　
　
主
　
事
：
：
・
：
・
：
四
〇
人

　
　
　
主
事
補
・
：
・
：
：
：
：
五
人

　
　
　
合
　
計
・
：
：
・
：
一
二
〇
人

▽
事
務
処
理
合
理
化
委
員
会
設
置
条

例
の
廃
止

　
こ
の
条
例
は
、
昭
和
三
十
六
年
か

ら
学
識
経
験
者
と
職
員
が
委
員
と
な

っ
て
、
今
日
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
以
前
か
ら
庁
舎
の
内
部
に

あ
っ
た
「
事
務
改
善
委
員
会
」
と
大

差
な
い
機
関
で
あ
る
た
め
、
へ
，
回
発

展
的
に
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。▽
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

　
去
る
七
月
五
日
、
新
潟
県
毘
身
で
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
宇
佐
美
彰
朗

選
毛
を
招
い
て
、
体
育
館
の
完
成
を
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寸
創
1
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20代 1　　　　　　　3

30代 1　　　2 3　　　4

40代 1　2　　　　　　3

50代 1　　　　　2 3　　4

60代 2　　　　3 4
計 1　　2 3　　　　4

1　57，1％

－
旨
韓
讐
っ
た

齢
騒
．
た

舗
％
4

2
36．4％

虜’6
3／

買いもの環境

－
便
翻
縫
癒
っ
た

2
変
ら
難
い

3
不
叢
な
っ
た

4
無
曝
欝

20代 1　　　　　　　2

30代 1　　　　　　　2 4
40代 1　　　　　　　2 3
50代 1　　　　　　　2 3
60代 2　　　　　　　4

計 1　　　　　　　2 34

「松之山町は、将来どんな町として発展させたいか」の

問いで①農業46％弱②観光25％弱③工業18％となり、「後

継者不足」とは裏腹に「農業の町」を目指す人が、多い

結果が出ました。

㊧◇死△
　　355，89。　1
27，3・。　　／
　　　　〆／　　　　／＼　　／＼　／　又ノ

将来どんな町と

　　　　　　したいか

20代 2
30代 1 2 4
40代 1 2 3 4
50代 1 2 3　4
60代 1 2 3　4
計 1 2 3 4

＼観光都市は
　　　＼イ可場
145．5％　　／

』レ／

4
11．6％

3
18．2％

／／

▽
克
雪
対
策
に
よ
っ
て
、
若
者
の
定

着
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

▽
雪
害
対
策
と
真
剣
に
取
り
く
ん
で

ほ
し
い
。

▽
冬
期
の
交
通
確
保
。

▽
早
く
無
雪
化
に
し
て
ほ
し
い
。

▽
老
人
の
域
に
達
す
る
と
、
冬
の
雪

が
一
番
心
配
で
あ
る
。

　
施
策
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
4
件
…
：

▽
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
と
、
自

ら
嫁
を
探
す
人
は
い
な
い
よ
う
だ
。

　
地
域
に
独
身
女
性
が
い
な
い
状
態

で
は
、
町
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

嫁
さ
が
し
に
取
り
く
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

▽
過
疎
地
帯
の
農
家
の
嫁
を
世
話
す

る
こ
と
が
、
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

▽
人
口
増
加
に
努
め
、
過
疎
の
な
い

町
に
な
る
よ
う
に
。

▽
農
業
後
継
者
に
嫁
を
。

　
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
：
…
3
件
…
…

▽
上
越
圏
域
に
属
す
る
よ
り
も
、
豊

原
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
れ
ば
、
十
日

町
圏
域
に
属
し
た
方
が
、
交
通
条
件

か
ら
も
大
変
便
利
だ
と
思
う
。

▽
町
村
合
併
の
結
果
、
ど
こ
の
町
村

も
中
心
地
を
優
先
的
に
考
え
て
い
る

　
も
う
少
し
平
等
な
政
治
を
や
れ
ば

こ
れ
程
過
疎
に
な
ら
な
い
と
思
う
。

▽
地
域
住
民
の
声
を
大
き
く
取
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。
　
　
　
（
完
）
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重　　議会だより年覆難響雛1翫携羨購欝
館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を含む16議案が、原案どおり可決成坐しました。

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　このうち3千万円を超えるため、議会の議決が必要な3つ
窪　　　　　　6月定例会な　　　の事業も本契約を経て、年内完成に剛働き出しました。

雀　　　　　　　　　一般質問には、3議員が立ち①希望館の運営②医療行政
　　　　　　　　　　　　ひろう　　③保育料の軽減など、それぞれの立場で当面する町政にっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて、その所信を質しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この定例会で可決した主な議案と要旨をこ》紹介します。

54

年
予
算
補
正

　
今
回
で
レ
回
目
に
な
り
、
最
終
予

算
規
模
は
、
一
卜
一
億
ニ
モ
八
レ
几
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
町
債
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
・
二
次
林
構
分
　
　
二
四
〇
万
円

　
・
三
省
小
屋
体
分
　
△
二
〇
万
円

　
・
田
麦
立
地
区
農
業
基
盤
整
備
事

　
　
業
分
　
　
　
△
一
、
三
八
O
万
円

　
・
蝦
池
宮
中
線
災
害
復
旧
事
業
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円

▽
自
動
卓
関
係
の
税
収
が
増
え
ま
し

た
。　
・
重
量
譲
与
税
　
　
四
〇
〇
万
円

　
・
道
路
　
〃
　
　
　
五
〇
〇
万
円

　
・
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

▽
松
之
山
診
療
所
勘
定
に
繰
出
し
を

追
加
し
ま
し
た
。
　
　
三
〇
〇
万
円

▽
峰
越
、
菱
ケ
岳
両
林
道
の
開
設
負

担
金
と
し
て
、
県
に
納
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
〇
万
円

55

年
予
算
補
正

▽
田
麦
立
地
区
に
育
苗
施
設
、
田
植

機
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
観
光
施
設
の
整
備
に
充
て
る
た
め

積
立
て
し
ま
し
た
。
　
三
八
八
万
円

▽
浦
田
保
育
所
の
屋
外
あ
そ
び
場
を

整
備
し
ま
し
た
。
　
　
　
三
五
万
円

▽
霊
枢
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
大
厳
芋
原
牧
場
内
の
道
路
を
生
コ

ン
舗
装
し
ま
し
た
。
　
　
九
八
万
円

▽
「
希
望
館
」
の
屋
根
が
雪
で
壊
れ

修
理
し
ま
し
た
。
　
　
　
五
一
万
円

▽
林
道
（
浦
田
～
峰
越
林
道
）
の
測

　
　
　
（
延
長
八
○
O
m
）
及
び
、

町
有
林
の
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
二
四
五
、
万
円

▽
牧
場
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
し
ま

す
。
　
（
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
電
気
引
込
み

テ
ン
ト
、
毛
布
な
ど
を
購
入
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
万
円

▽
ミ
ニ
総
。
ハ
（
湯
之
島
地
区
）
の
農

道
用
地
の
買
収
・
立
木
の
補
償
を
行

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

▽
町
道
の
補
修
用
砂
利
・
生
コ
ン
な

ど
の
材
料
が
不
足
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

▽
ヒ
川
手
橋
（
観
音
与
地
内
）
を
修

繕
し
ま
す
。
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

▽
ロ
ー
タ
リ
除
雪
卓
購
入
に
不
足
が

生
じ
ま
し
た
。
　
　
　
二
三
五
万
円

▽
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
県
に
代
っ
て

整
備
し
ま
す
。
　
　
　
六
五
〇
万
円

▽
松
之
山
小
に
ス
キ
i
場
を
造
成
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
三
省
小
の
地
下
に
燃
料
用
の
配
管

を
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
七
五
万
円

▽
「
庚
申
祭
」
の
模
様
を
八
、
・
、
リ
フ

イ
ル
ム
に
収
録
し
ま
す
。
　
五
万
円

▽
町
民
体
育
館
が
完
成
し
、
土
留
め

工
事
を
行
い
ま
す
。
　
七
〇
〇
万
円

▽
町
道
蝦
池
宮
中
線
（
上
蝦
池
）
な

ど
の
災
害
を
復
旧
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
万
円

条
例
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
体
育
館
使
用
料
・
夜
問
0
0
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

▽
町
税
条
例
　
　
　
（
抜
す
い
）

　
個
人
の
県
町
民
税
均
等
割
が
課
税

さ
れ
な
い
限
度
額
が
十
七
万
六
干
円

に
な
り
、
均
等
割
額
が
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
所
得
割
の
聴
準
に
な
る
金
額

の
一
部
も
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た

四
五
万
円
～
六
九
万
几
f
「
円
　
四
％

ヒ
○
万
円
～
九
九
万
几
モ
円
　
五
％

ズ
日
万
円
～
ド
日
二
十
・
几
斤
ワ
凡
エ
ー
円
山
ハ
％

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
た
ば
こ
消
費
税
の
算
定
基
礎
に
な

る
本
数
が
、
来
年
三
月
末
ま
で
実
際

の
本
数
に
一
、
〇
四
〇
を
乗
じ
た
本
数

「
希
望
館
」
の
運
営
は

サ
ー
ビ
ス
向
上
を

　
　
　
　
　
優
先
に

質
問
昨
年
．
希
誰
」
の
裏
に
入

　
　
っ
て
感
じ
た
こ
と
を
申
し
上
げ

て
み
た
い
。

　
そ
れ
は
、
飲
み
も
の
な
ど
を
注
文

し
て
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
に
届
く
ま
で

か
な
り
の
時
問
が
か
か
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
と
し
も
に
ぎ
わ
う
時
期
を
迎
え

る
に
当
り
、
お
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

今
一
歩
増
進
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
私
は
「
利
益
の
追
求
」
よ
り
も
、

「
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
優
先

と
な
り
ま
し
た
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
保
険
税
の
最
高
限
度
額
が
月
二
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
と
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例

　
先
の
選
挙
で
の
管
理
者
、
立
会
人

な
ど
の
報
酬
が
一
〇
％
強
引
上
げ
に

な
り
ま
し
た
。
開
票
管
理
者
（
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
六
〇
〇
円

投
開
票
及
び
選
挙
立
会
人
（
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
円

▽
職
員
定
数
条
例

　
町
長
の
事
務
部
局
職
員
が
次
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
合
計
で
は
町
民

四
十
四
人
に
一
人
の
割
合
と
な
り
ま

す
。
　
（
七
月
一
日
現
在
）

　
　
　
主
　
事
：
：
・
：
・
：
四
〇
人

　
　
　
主
事
補
・
：
・
：
：
：
：
五
人

　
　
　
合
　
計
・
：
：
・
：
一
二
〇
人

▽
事
務
処
理
合
理
化
委
員
会
設
置
条

例
の
廃
止

　
こ
の
条
例
は
、
昭
和
三
十
六
年
か

ら
学
識
経
験
者
と
職
員
が
委
員
と
な

っ
て
、
今
日
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
以
前
か
ら
庁
舎
の
内
部
に

あ
っ
た
「
事
務
改
善
委
員
会
」
と
大

差
な
い
機
関
で
あ
る
た
め
、
へ
，
回
発

展
的
に
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。▽
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

　
去
る
七
月
五
日
、
新
潟
県
毘
身
で
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
宇
佐
美
彰
朗

選
毛
を
招
い
て
、
体
育
館
の
完
成
を
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す
べ
き
で
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で

見
解
を
賜
り
た
い
。

答
弁
お
説
の
と
お
り
、
昨
年
八
月
に

　
　
は
予
想
外
の
混
み
よ
う
で
ご
利

用
い
た
だ
い
た
方
に
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
津
南
高
校
か
ら
「
夏
休
み

の
ア
ル
バ
イ
ト
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
申
入
れ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
松
之

山
高
校
で
は
禁
止
し
て
い
る
ら
し
い

が
、
同
じ
高
校
生
を
頼
む
な
ら
地
元

の
人
を
頼
み
た
い
、
と
思
っ
て
い
る

　
弁
当
も
、
八
月
の
月
だ
け
で
も
「
食

券
制
」
に
し
て
、
一
日
の
量
を
決
め

て
販
売
す
れ
ば
、
事
前
に
仕
込
み
の

量
も
分
か
る
の
で
、
ご
迷
惑
も
半
減

す
る
の
で
な
い
か
、
と
も
考
え
て
い

る
。　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
と
し
は
利

用
者
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

取
り
く
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

「
牛
」
を
飼
い
た
い

　
　
　
し
か
し
、
牛
舎
が

質
問
牛
を
飼
う
若
い
人
が
、

　
　
建
設
補
助
を
望
ん
で
い
牛
舎
の

る
。

青
年
農
業
者
を
育
成
す
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
確
立
し
て
ほ
し

い
。
　
な
お
、
大
厳
寺
原
牧
場
周
辺
の
開

発
が
、
牧
場
の
機
能
を
損
う
よ
う
に

進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

充
分
認
識
さ
れ
た
上
で
取
り
く
ん
で

ほ
し
い
。

答
弁
現
在
、
県
で
は
「
共
同
畜
舎
・

　
　
に
っ
い
て
補
助
し
て
い
る
。

　
建
築
単
価
か
ら
考
え
て
も
、
県
費

補
助
に
町
が
上
積
み
し
て
も
建
て
ら

れ
な
い
の
が
実
情
だ
と
思
う
。

　
飼
育
者
が
点
在
し
て
い
る
今
日
、

共
同
牛
舎
で
飼
育
と
い
っ
て
も
無
理

が
あ
る
と
思
う
。

　
昔
の
よ
う
に
、
住
宅
に
併
設
し
た

ら
生
活
環
境
の
点
で
好
ま
し
く
な
い

の
で
奨
励
す
べ
き
で
な
い
と
思
う
。

　
牛
舎
の
場
合
、
新
材
よ
り
古
材
使

用
で
建
築
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思

う
の
で
、
近
く
予
定
し
て
い
る
後
継

者
と
の
対
談
で
、
様
子
を
聞
い
て
み

た
い
。

　
牧
場
の
開
発
は
、
草
地
を
つ
ぶ
し

た
場
合
、
そ
れ
に
見
合
う
面
積
を
造

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

浦
田
支
所
は

　
　
単
な
る
支
所
で
は
な
い

　
　
浦
田
支
所
の
廃
止
は
地
域
住
民

質
問
　
　
　
、

　
　
に
と
っ
て
　
そ
こ
が
住
民
の
相

談
相
手
の
場
・
要
望
の
窓
口
と
し
て

ま
た
地
域
発
展
の
場
と
し
て
存
続
さ

せ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

算
雷
を
い
つ
ま
で
も
特
別
扱
い

　
　
す
る
の
は
、
問
題
が
あ
る
。

廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
不
便
を
か

け
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
他
の
地
域
で
も
不
便
を

か
け
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
今
後

浦
田
に
つ
い
て
も
他
の
地
域
と
同
じ

考
え
方
に
立
っ
て
い
く
べ
き
で
な
か

ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

「
セ
ン
タ
i
」
そ
の
も
の
は
、
将
来

布
川
の
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に
も

っ
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

「
医
者
探
し
」

　
　
　
一
件
落
着
か
？

質
問
浦
田
診
療
所
の
医
師
が
欠
員
に

　
　
な
っ
て
久
し
い
。
こ
れ
は
単
に

そ
こ
だ
け
で
な
く
、
町
内
全
体
に
及

ぽ
す
影
響
は
大
き
い
と
思
う
。

　
町
民
は
「
大
厳
寺
原
一
帯
の
開
発

も
必
要
だ
ろ
う
が
、
そ
の
一
部
を
身

の
ま
わ
り
に
も
投
じ
て
ほ
し
い
」
と

言
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
の
経
過
を
伺
い
た
い
。

答
弁
、
、
迷
惑
を
か
け
て
申
し
わ
け
な

　
　
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
、
台
湾
在
住
の
人
が
、
来
町
し

て
も
よ
い
と
言
っ
て
い
る
。
｝
人
づ

つ
交
渉
し
て
い
た
の
で
は
長
く
な
る

だ
け
な
の
で
、
二
ま
た
を
か
け
て
交

渉
し
て
も
一
日
も
早
く
探
す
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
今
申
し
上
げ
た
台
湾
の
先

生
は
来
て
く
れ
る
の
で
な
い
か
、
と

思
う
。
し
か
し
何
し
ろ
遠
い
所
と
の

電
話
交
渉
な
の
で
、
今
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

保
育
料
を

　
　
下
げ
る
よ
り

　
　
常
設
保
育
所
の
保
育
料
軽
減
に

質
問
　
　
　
、

　
　
つ
い
て
　
以
前
に
も
申
し
上
げ

た
こ
と
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
依
然
「
高
す
ぎ
る
」
と

い
う
声
が
多
い
の
で
、
再
度
伺
い
た

い
。
　
町
村
に
よ
っ
て
は
国
の
基
準
に
よ

ら
ず
、
町
独
自
で
保
育
料
を
決
め
て

い
る
所
も
あ
る
。

　
ま
た
、
冬
場
の
通
園
対
策
を
ど
う

す
る
の
か
、
と
併
せ
て
な
ぜ
保
育
料

を
軽
減
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
　
長
野
県
の
A
町
を
例
に
計
算
し

答
弁
　
　
　
、

　
　
た
と
こ
ろ
　
三
月
末
で
一
保
育

所
当
り
百
二
十
五
万
円
余
り
の
補
給

が
必
要
と
な
る
．

　
近
く
布
川
に
も
建
設
す
る
予
定
で

あ
り
、
年
々
こ
の
経
費
だ
け
で
も
か

な
り
の
額
に
上
る
。
私
と
し
て
は
、

住
民
の
支
出
を
防
ぐ
よ
う
な
補
助
よ

り
、
生
産
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な

補
助
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
な
か
ろ

う
か
と
思
う
。

　
今
、
住
民
が
一
番
望
ん
で
い
る
こ

と
は
、
道
路
の
改
良
で
あ
り
、
舗
装

で
あ
る
。

　
こ
れ
と
併
行
し
て
除
雪
路
線
を
多
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

く
し
、
通
園
バ
ス
を
運
行
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
対
策
に
当
り
た
い
。
　
　
　
　
　
』

祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
完
成
に
よ
り
、
関
係
条
例
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　
管
理
は
町
教
育
委
員
会
が
行
い
、

使
用
す
る
人
は
事
前
に
委
員
会
の
承

認
を
得
る
こ
と
と
し
、
そ
の
目
的
に

よ
っ
て
は
別
表
（
九
頁
）
の
使
甲
料

を
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
た
だ
し
、
目
的
が
次
の
場
合
は
無

料
か
割
増
し
に
な
り
ま
す
。

①
町
内
小
・
中
及
び
高
校
の
使
用
、

体
育
館
利
用
団
体
と
し
て
登
録
し
た

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
使

用
す
る
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

②
入
場
料
や
会
費
な
ど
の
料
金
を
徴

収
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、
ω
の
二

倍
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
料
金
を
徴
収
し
な
く
と
も

営
利
を
目
的
と
し
た
場
合
や
日
曜
、

祝
祭
日
、
土
曜
日
の
午
後
に
使
用
す

る
場
合
は
、
ω
の
二
〇
％
増
の
料
金

と
な
り
ま
す
。

　
契
約
の
締
結

　
請
負
額
や
取
得
価
格
が
三
千
万
円

を
超
え
た
場
合
、
条
例
に
よ
り
議
会

に
諮
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
次
の
三
件
が
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

▽
松
口
地
区
簡
易
水
道
布
設
工
事

　
工
事
の
概
要
　
配
水
管
布
設
一
、
九

　
〇
四
m
・
消
火
栓
取
付
十
基
ほ
か

　
工
事
請
負
額
　
　
五
、
○
八
O
万
円

　
工
期
　
六
月
二
十
七
甘
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
下
段
へ
）
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十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
昭
和
5
5
年

国
勢
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は

対
象
の
把
握
や
内
容
の
精
度
に
お
い
て
、
国

際
的
に
も
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

　
今
か
ら
六
十
年
前
の
大
正
九
年
に
第
一
回

目
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
今
回
で
十
三
回
目

に
な
り
ま
す
。

　
法
律
制
定
か
ら
実
施
ま
で
実
に
十
八
年
の

歳
月
を
費
し
た
だ
け
に
、
わ
が
国
の
す
べ
て

の
人
々
が
”
文
明
国
へ
の
仲
間
入
り
”
を
合

言
葉
に
、
各
地
で
サ
イ
レ
ン
、
大
砲
が
鳴
り

新
聞
が
華
々
し
く
報
道
し
、
当
時
と
し
て
は

珍
ら
し
い
ポ
ス
タ
ー
も
貼
り
出
さ
れ

ま
さ
に
鳴
り
物
入
り
の
一
大
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
調
査
の
対
象
と
な
る
全
国
の

人
口
は
約
一
億
千
七
百
万
人
、
約
三

千
八
百
万
世
帯
と
い
う
、
ぼ
う
大
な

数
に
の
ぽ
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
と
い
う
法

律
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
実
務
者
は

総
理
大
臣
で
す
が
、
実
際
は
全
国
の

調
査
員
約
七
十
五
万
人

が
そ
の
調
査
に
当
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
明
確
に
し
、

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婚
姻
か

　
世
帯
数
の
鈍
化
は
　
親
と
同
居
増
か

①
人
口
の
急
速
な
老
齢
化
の
進
行
▽
総
人
口

に
占
め
る
6
5
歳
以
上
人
口
の
割
合
は
、
昭
和

二
十
五
年
に
は
四
・
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が

昭
和
五
十
年
に
は
七
・
九
％
に
も
達
し
、
欧

米
諸
国
と
比
べ
て
、
わ
が
国
は
急
速
に
老
齢

化
へ
と
向
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
、
老
齢
人
口
数
、
そ
の

就
業
状
態
、
家
族
構
成
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
老
齢
年
金
、
老
人
医
療
な
ど
の

5
年
ぶ
り
の
再
会

国

（
本
町
四
十
六
人
）

　
　
　
　
　
　
　
現
在
わ
が
国
が
抱
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
も
効

果
的
な
対
策
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
た
め
に
不

可
決
な
調
査
で
す
。
国
の
政
治
や
行
政
の
貴

重
な
資
料
と
な
る
と
と
も
に
、
県
や
町
の
地

域
社
会
に
直
結
し
た
行
政
に
必
要
な
資
料
を

得
る
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
す
。

　
特
に
今
回
の
調
査
は
、
最
近
の
わ
が
国
の

人
口
や
世
帯
の
動
向
を
解
明
す
る
も
の
と
し

て
、
次
の
三
点
に
、
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ

い

勢つ…：
ど
こ
で
・

誰
　
が
・

き
く
影
響
し
ま
す
。
世
帯
数
の
伸
び
の
鈍
化

が
婚
姻
件
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
か
、
親
と

同
居
す
る
夫
婦
の
増
加
に
よ
る
も
の
か
、
と

い
っ
た
分
析
を
含
め
、
今
後
の
世
帯
数
の
伸

び
の
変
化
を
詳
細
に
知
る
必
要
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
明
確
に
把
握
す
る
た
め

に
、
今
回
の
調
査
で
は
十
分
な
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
合
計
2
2
項
目
の
調
査
事
項
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
の
調
査
は
、
国
連
の
薦
め
で
ア

メ
リ
カ
を
始
め
、
世
界
人
口
の
二
五
％
を
占

　
　
　
紗
鑛
鋤
国
猫
渤
効
て
参
加
す
る
「
一

　
　
　
九
汎
0
年
世
募
爽
泊
毅
狂
詫
糞
》
分

調
蓋
誓

．
9
月
伽
瞬
導
轟
段
猿
漁

・
あ
な
落
め
家
p

・
あ
鵡
ち
ゃ
ん
か
蘇
老
人
v
凄
で

福
祉
対
策
に
必
要
な
資
撫
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
人
口
移
動
の
変
化
▽
暦
ダ
ー
ン
、
J
タ
ー

ン
現
象
と
呼
ば
れ
る
大
都
市
か
ら
地
方
へ
の

人
口
移
動
の
実
態
を
朋
ら
か
に
し
、
そ
の
地

域
特
有
の
問
題
、
例
鄭
ば
住
宅
難
、
交
通
難

ゴ
、
・
・
や
汚
水
処
理
、
あ
る
い
は
公
共
施
設
、

医
療
施
設
の
充
実
な
ど
に
対
し
、
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

③
世
帯
数
の
伸
び
の
鈍
化
傾
向
▽
世
帯
数
の

変
化
は
、
住
宅
需
要
の
動
向
や
世
帯
を
単
位

と
す
る
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
な
ど
に
大

悼
ど
で
．
一
時
留
守
に
し
で
い
る
方
、

し
て
い

も
含
ま
れ
ま
す
。

入
院
し
て
い
る
方
は
自
宅
で
な
く
、

所
響
記
入
し
ぞ
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
内
容
を
他
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を

作
る
以
外
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
絶
対
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
の
記

入
を
し
て
下
さ
い
。

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
の
間
に
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で

に
、
調
査
員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺
い
ま
す

苫
ス
計
画
し
の
一
環
勧
な
魔
も
の
ぜ
翻

、
国
際
的
に
も
叛
常
μ
重
要
な
調
査
ど

な
り
畿
輸
．

　
』
火
漏
闘
題
は
P
世
界
が
抱
え
る
大

　ぎ

戴
問
題
の
ひ
ど
遡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
、

　
、
燈
月
糾
臼
か
嚇
評
査
開
始

　
調
査
の
対
象
と
な
る
源
は
、
お
宅
に
ふ

　
だ
ん
住
ん
で
時
る
秀
全
員
ー
旅
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
期
間
滞
在

　
る
方
、
生
れ
た
ば
か
か
の
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
下
宿
や
間
借
り
、
長
い
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
場

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

　
工
事
請
負
者
　
十
日
町
市
・
魚
沼
水
道
株

　
　
式
会
社

▽
団
体
営
ホ
場
整
備
事
業
・
西
之
前
地
区
第

　
三
次
工
事

　
区
画
整
理
　
　
　
　
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
工
事
請
負
額
　
　
三
、
三
四
〇
万
円

　
工
　
期
　
　
六
月
二
十
七
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日
ま
で

　
工
事
請
負
者
　
松
之
山
町
・
㈲
飯
塚
建
設

▽
財
産
の
取
得

　
品
名
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
　
　
　
　
一
台

　
価
格
　
　
　
　
　
　
二
、
三
二
五
万
三
千
円

　
納
品
者
　
上
越
市
・
㈲
山
崎
サ
ー
ビ
ス

単位円
松之山町体育館使用料別表

使　用　形　態 使　用　室　名 半　日 1　日 夜　間
（1）机及びイスを

　使用する会議及

　び300人を超え

　る会議

体　　育　　館

（ゑ1談） 10，000 15，000 12，000

ミーテングルー

ム
1，000 2，000 2，000

（2）上記以外の会

　議及びスポーツ

体　　育　　館

（フロアー）
2，000 3，000 3，000

ミーテン，グルー

ム
500 1，000 1，000
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す
べ
き
で
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で

見
解
を
賜
り
た
い
。

答
弁
お
説
の
と
お
り
、
昨
年
八
月
に

　
　
は
予
想
外
の
混
み
よ
う
で
ご
利

用
い
た
だ
い
た
方
に
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
津
南
高
校
か
ら
「
夏
休
み

の
ア
ル
バ
イ
ト
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
申
入
れ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
松
之

山
高
校
で
は
禁
止
し
て
い
る
ら
し
い

が
、
同
じ
高
校
生
を
頼
む
な
ら
地
元

の
人
を
頼
み
た
い
、
と
思
っ
て
い
る

　
弁
当
も
、
八
月
の
月
だ
け
で
も
「
食

券
制
」
に
し
て
、
一
日
の
量
を
決
め

て
販
売
す
れ
ば
、
事
前
に
仕
込
み
の

量
も
分
か
る
の
で
、
ご
迷
惑
も
半
減

す
る
の
で
な
い
か
、
と
も
考
え
て
い

る
。　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
と
し
は
利

用
者
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

取
り
く
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

「
牛
」
を
飼
い
た
い

　
　
　
し
か
し
、
牛
舎
が

質
問
牛
を
飼
う
若
い
人
が
、

　
　
建
設
補
助
を
望
ん
で
い
牛
舎
の

る
。

青
年
農
業
者
を
育
成
す
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
確
立
し
て
ほ
し

い
。
　
な
お
、
大
厳
寺
原
牧
場
周
辺
の
開

発
が
、
牧
場
の
機
能
を
損
う
よ
う
に

進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

充
分
認
識
さ
れ
た
上
で
取
り
く
ん
で

ほ
し
い
。

答
弁
現
在
、
県
で
は
「
共
同
畜
舎
・

　
　
に
っ
い
て
補
助
し
て
い
る
。

　
建
築
単
価
か
ら
考
え
て
も
、
県
費

補
助
に
町
が
上
積
み
し
て
も
建
て
ら

れ
な
い
の
が
実
情
だ
と
思
う
。

　
飼
育
者
が
点
在
し
て
い
る
今
日
、

共
同
牛
舎
で
飼
育
と
い
っ
て
も
無
理

が
あ
る
と
思
う
。

　
昔
の
よ
う
に
、
住
宅
に
併
設
し
た

ら
生
活
環
境
の
点
で
好
ま
し
く
な
い

の
で
奨
励
す
べ
き
で
な
い
と
思
う
。

　
牛
舎
の
場
合
、
新
材
よ
り
古
材
使

用
で
建
築
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思

う
の
で
、
近
く
予
定
し
て
い
る
後
継

者
と
の
対
談
で
、
様
子
を
聞
い
て
み

た
い
。

　
牧
場
の
開
発
は
、
草
地
を
つ
ぶ
し

た
場
合
、
そ
れ
に
見
合
う
面
積
を
造

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

浦
田
支
所
は

　
　
単
な
る
支
所
で
は
な
い

　
　
浦
田
支
所
の
廃
止
は
地
域
住
民

質
問
　
　
　
、

　
　
に
と
っ
て
　
そ
こ
が
住
民
の
相

談
相
手
の
場
・
要
望
の
窓
口
と
し
て

ま
た
地
域
発
展
の
場
と
し
て
存
続
さ

せ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

算
雷
を
い
つ
ま
で
も
特
別
扱
い

　
　
す
る
の
は
、
問
題
が
あ
る
。

廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
不
便
を
か

け
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
他
の
地
域
で
も
不
便
を

か
け
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
今
後

浦
田
に
つ
い
て
も
他
の
地
域
と
同
じ

考
え
方
に
立
っ
て
い
く
べ
き
で
な
か

ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

「
セ
ン
タ
i
」
そ
の
も
の
は
、
将
来

布
川
の
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に
も

っ
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

「
医
者
探
し
」

　
　
　
一
件
落
着
か
？

質
問
浦
田
診
療
所
の
医
師
が
欠
員
に

　
　
な
っ
て
久
し
い
。
こ
れ
は
単
に

そ
こ
だ
け
で
な
く
、
町
内
全
体
に
及

ぽ
す
影
響
は
大
き
い
と
思
う
。

　
町
民
は
「
大
厳
寺
原
一
帯
の
開
発

も
必
要
だ
ろ
う
が
、
そ
の
一
部
を
身

の
ま
わ
り
に
も
投
じ
て
ほ
し
い
」
と

言
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
の
経
過
を
伺
い
た
い
。

答
弁
、
、
迷
惑
を
か
け
て
申
し
わ
け
な

　
　
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
、
台
湾
在
住
の
人
が
、
来
町
し

て
も
よ
い
と
言
っ
て
い
る
。
｝
人
づ

つ
交
渉
し
て
い
た
の
で
は
長
く
な
る

だ
け
な
の
で
、
二
ま
た
を
か
け
て
交

渉
し
て
も
一
日
も
早
く
探
す
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
今
申
し
上
げ
た
台
湾
の
先

生
は
来
て
く
れ
る
の
で
な
い
か
、
と

思
う
。
し
か
し
何
し
ろ
遠
い
所
と
の

電
話
交
渉
な
の
で
、
今
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

保
育
料
を

　
　
下
げ
る
よ
り

　
　
常
設
保
育
所
の
保
育
料
軽
減
に

質
問
　
　
　
、

　
　
つ
い
て
　
以
前
に
も
申
し
上
げ

た
こ
と
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
依
然
「
高
す
ぎ
る
」
と

い
う
声
が
多
い
の
で
、
再
度
伺
い
た

い
。
　
町
村
に
よ
っ
て
は
国
の
基
準
に
よ

ら
ず
、
町
独
自
で
保
育
料
を
決
め
て

い
る
所
も
あ
る
。

　
ま
た
、
冬
場
の
通
園
対
策
を
ど
う

す
る
の
か
、
と
併
せ
て
な
ぜ
保
育
料

を
軽
減
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
　
長
野
県
の
A
町
を
例
に
計
算
し

答
弁
　
　
　
、

　
　
た
と
こ
ろ
　
三
月
末
で
一
保
育

所
当
り
百
二
十
五
万
円
余
り
の
補
給

が
必
要
と
な
る
．

　
近
く
布
川
に
も
建
設
す
る
予
定
で

あ
り
、
年
々
こ
の
経
費
だ
け
で
も
か

な
り
の
額
に
上
る
。
私
と
し
て
は
、

住
民
の
支
出
を
防
ぐ
よ
う
な
補
助
よ

り
、
生
産
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な

補
助
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
な
か
ろ

う
か
と
思
う
。

　
今
、
住
民
が
一
番
望
ん
で
い
る
こ

と
は
、
道
路
の
改
良
で
あ
り
、
舗
装

で
あ
る
。

　
こ
れ
と
併
行
し
て
除
雪
路
線
を
多
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

く
し
、
通
園
バ
ス
を
運
行
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
対
策
に
当
り
た
い
。
　
　
　
　
　
』

祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
完
成
に
よ
り
、
関
係
条
例
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　
管
理
は
町
教
育
委
員
会
が
行
い
、

使
用
す
る
人
は
事
前
に
委
員
会
の
承

認
を
得
る
こ
と
と
し
、
そ
の
目
的
に

よ
っ
て
は
別
表
（
九
頁
）
の
使
甲
料

を
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
た
だ
し
、
目
的
が
次
の
場
合
は
無

料
か
割
増
し
に
な
り
ま
す
。

①
町
内
小
・
中
及
び
高
校
の
使
用
、

体
育
館
利
用
団
体
と
し
て
登
録
し
た

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
使

用
す
る
場
合
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

②
入
場
料
や
会
費
な
ど
の
料
金
を
徴

収
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、
ω
の
二

倍
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
料
金
を
徴
収
し
な
く
と
も

営
利
を
目
的
と
し
た
場
合
や
日
曜
、

祝
祭
日
、
土
曜
日
の
午
後
に
使
用
す

る
場
合
は
、
ω
の
二
〇
％
増
の
料
金

と
な
り
ま
す
。

　
契
約
の
締
結

　
請
負
額
や
取
得
価
格
が
三
千
万
円

を
超
え
た
場
合
、
条
例
に
よ
り
議
会

に
諮
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
次
の
三
件
が
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

▽
松
口
地
区
簡
易
水
道
布
設
工
事

　
工
事
の
概
要
　
配
水
管
布
設
一
、
九

　
〇
四
m
・
消
火
栓
取
付
十
基
ほ
か

　
工
事
請
負
額
　
　
五
、
○
八
O
万
円

　
工
期
　
六
月
二
十
七
甘
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
下
段
へ
）
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十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
昭
和
5
5
年

国
勢
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は

対
象
の
把
握
や
内
容
の
精
度
に
お
い
て
、
国

際
的
に
も
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

　
今
か
ら
六
十
年
前
の
大
正
九
年
に
第
一
回

目
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
今
回
で
十
三
回
目

に
な
り
ま
す
。

　
法
律
制
定
か
ら
実
施
ま
で
実
に
十
八
年
の

歳
月
を
費
し
た
だ
け
に
、
わ
が
国
の
す
べ
て

の
人
々
が
”
文
明
国
へ
の
仲
間
入
り
”
を
合

言
葉
に
、
各
地
で
サ
イ
レ
ン
、
大
砲
が
鳴
り

新
聞
が
華
々
し
く
報
道
し
、
当
時
と
し
て
は

珍
ら
し
い
ポ
ス
タ
ー
も
貼
り
出
さ
れ

ま
さ
に
鳴
り
物
入
り
の
一
大
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
調
査
の
対
象
と
な
る
全
国
の

人
口
は
約
一
億
千
七
百
万
人
、
約
三

千
八
百
万
世
帯
と
い
う
、
ぼ
う
大
な

数
に
の
ぽ
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
と
い
う
法

律
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
実
務
者
は

総
理
大
臣
で
す
が
、
実
際
は
全
国
の

調
査
員
約
七
十
五
万
人

が
そ
の
調
査
に
当
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
明
確
に
し
、

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婚
姻
か

　
世
帯
数
の
鈍
化
は
　
親
と
同
居
増
か

①
人
口
の
急
速
な
老
齢
化
の
進
行
▽
総
人
口

に
占
め
る
6
5
歳
以
上
人
口
の
割
合
は
、
昭
和

二
十
五
年
に
は
四
・
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が

昭
和
五
十
年
に
は
七
・
九
％
に
も
達
し
、
欧

米
諸
国
と
比
べ
て
、
わ
が
国
は
急
速
に
老
齢

化
へ
と
向
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
、
老
齢
人
口
数
、
そ
の

就
業
状
態
、
家
族
構
成
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
老
齢
年
金
、
老
人
医
療
な
ど
の

5
年
ぶ
り
の
再
会

国

（
本
町
四
十
六
人
）

　
　
　
　
　
　
　
現
在
わ
が
国
が
抱
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
も
効

果
的
な
対
策
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
た
め
に
不

可
決
な
調
査
で
す
。
国
の
政
治
や
行
政
の
貴

重
な
資
料
と
な
る
と
と
も
に
、
県
や
町
の
地

域
社
会
に
直
結
し
た
行
政
に
必
要
な
資
料
を

得
る
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
す
。

　
特
に
今
回
の
調
査
は
、
最
近
の
わ
が
国
の

人
口
や
世
帯
の
動
向
を
解
明
す
る
も
の
と
し

て
、
次
の
三
点
に
、
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ

い

勢つ…：
ど
こ
で
・

誰
　
が
・

き
く
影
響
し
ま
す
。
世
帯
数
の
伸
び
の
鈍
化

が
婚
姻
件
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
か
、
親
と

同
居
す
る
夫
婦
の
増
加
に
よ
る
も
の
か
、
と

い
っ
た
分
析
を
含
め
、
今
後
の
世
帯
数
の
伸

び
の
変
化
を
詳
細
に
知
る
必
要
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
明
確
に
把
握
す
る
た
め

に
、
今
回
の
調
査
で
は
十
分
な
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
合
計
2
2
項
目
の
調
査
事
項
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
の
調
査
は
、
国
連
の
薦
め
で
ア

メ
リ
カ
を
始
め
、
世
界
人
口
の
二
五
％
を
占

　
　
　
紗
鑛
鋤
国
猫
渤
効
て
参
加
す
る
「
一

　
　
　
九
汎
0
年
世
募
爽
泊
毅
狂
詫
糞
》
分

調
蓋
誓

．
9
月
伽
瞬
導
轟
段
猿
漁

・
あ
な
落
め
家
p

・
あ
鵡
ち
ゃ
ん
か
蘇
老
人
v
凄
で

福
祉
対
策
に
必
要
な
資
撫
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
人
口
移
動
の
変
化
▽
暦
ダ
ー
ン
、
J
タ
ー

ン
現
象
と
呼
ば
れ
る
大
都
市
か
ら
地
方
へ
の

人
口
移
動
の
実
態
を
朋
ら
か
に
し
、
そ
の
地

域
特
有
の
問
題
、
例
鄭
ば
住
宅
難
、
交
通
難

ゴ
、
・
・
や
汚
水
処
理
、
あ
る
い
は
公
共
施
設
、

医
療
施
設
の
充
実
な
ど
に
対
し
、
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

③
世
帯
数
の
伸
び
の
鈍
化
傾
向
▽
世
帯
数
の

変
化
は
、
住
宅
需
要
の
動
向
や
世
帯
を
単
位

と
す
る
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
な
ど
に
大

悼
ど
で
．
一
時
留
守
に
し
で
い
る
方
、

し
て
い

も
含
ま
れ
ま
す
。

入
院
し
て
い
る
方
は
自
宅
で
な
く
、

所
響
記
入
し
ぞ
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
内
容
を
他
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を

作
る
以
外
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
絶
対
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
の
記

入
を
し
て
下
さ
い
。

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
の
間
に
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で

に
、
調
査
員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺
い
ま
す

苫
ス
計
画
し
の
一
環
勧
な
魔
も
の
ぜ
翻

、
国
際
的
に
も
叛
常
μ
重
要
な
調
査
ど

な
り
畿
輸
．

　
』
火
漏
闘
題
は
P
世
界
が
抱
え
る
大

　ぎ

戴
問
題
の
ひ
ど
遡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
、

　
、
燈
月
糾
臼
か
嚇
評
査
開
始

　
調
査
の
対
象
と
な
る
源
は
、
お
宅
に
ふ

　
だ
ん
住
ん
で
時
る
秀
全
員
ー
旅
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
期
間
滞
在

　
る
方
、
生
れ
た
ば
か
か
の
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
下
宿
や
間
借
り
、
長
い
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
場

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

　
工
事
請
負
者
　
十
日
町
市
・
魚
沼
水
道
株

　
　
式
会
社

▽
団
体
営
ホ
場
整
備
事
業
・
西
之
前
地
区
第

　
三
次
工
事

　
区
画
整
理
　
　
　
　
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
工
事
請
負
額
　
　
三
、
三
四
〇
万
円

　
工
　
期
　
　
六
月
二
十
七
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日
ま
で

　
工
事
請
負
者
　
松
之
山
町
・
㈲
飯
塚
建
設

▽
財
産
の
取
得

　
品
名
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
　
　
　
　
一
台

　
価
格
　
　
　
　
　
　
二
、
三
二
五
万
三
千
円

　
納
品
者
　
上
越
市
・
㈲
山
崎
サ
ー
ビ
ス

単位円
松之山町体育館使用料別表

使　用　形　態 使　用　室　名 半　日 1　日 夜　間
（1）机及びイスを

　使用する会議及

　び300人を超え

　る会議

体　　育　　館

（ゑ1談） 10，000 15，000 12，000

ミーテングルー

ム
1，000 2，000 2，000

（2）上記以外の会

　議及びスポーツ

体　　育　　館

（フロアー）
2，000 3，000 3，000

ミーテン，グルー

ム
500 1，000 1，000
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戸
籍
の
明
暗

新
婚
さ
ん

”
探
し
て
い
ま
す
”

　
　
元
ソ
連
抑
留
者
の
方

　
い
ま
全
国
的
に
、
ソ
連
抑
留
者
協

議
会
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
当
町
で
も
、
こ
の
度
支
部
が
結
成

さ
れ
、
地
域
ご
と
に
世
話
人
の
方
々

が
同
志
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
ソ

連
に
抑
留
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
軍
人

（
遺
族
を
含
む
）
軍
属
・
一
般
の
方

々
は
、
お
近
く
の
世
話
人
さ
ん
あ
て

婦人検診（勃

〉対象者…30歳以上

〉費用…800円

〉受付時間…各会場とも正午

　　　　　～13時

〉日程…9月3日…松里農協前

　　　　4日…浦田センター

　　　　5日…東川センター

　　　8日…松之山公会堂

　
　
お
め
で
た

小
野
塚
利
幸
（
天
水
島
・
壮
一
二
男
）

関
根
　
　
浩
（
藤
　
倉
・
忠
一
二
男
）

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

世
話
人
の
方
は
　
　
　
　
　
敬
称
略

小
見
辰
治
郎
（
黒
　
倉
行
三
三
六
四
）

志
賀
　
広
治
（
松
之
山
含
三
四
六
五
）

高
橋
篤
太
郎
（
湯
　
本
含
二
〇
九
汰
）

滝
沢
　
義
雄
（
天
水
越
含
二
四
二
◎
騨

本
山
　
民
蔵
（
北
浦
田
費
三
二
圏
O
聯

久
保
田
久
蔵
（
曽
　
根
含
三
二
六
轟

相
沢
　
喜
恵
（
小
　
谷
行
三
六
懸
撫
鞭

中
島
　
元
作
（
水
　
梨
行
三
五
三
Q
）

高
橋
　
久
松
（
中
　
尾
費
三
九
三
七
）

村
山
　
清
一
（
坪
　
野
君
三
九
六
三
〉

の
十
人
の
方
々
で
す
。

　母子健康相談
〉対象者…一歳未満児と妊婦

〉費用…無料

〉持参品…母子手帳と印かん

〉日程…9月11日午前役場、

　　　午後湯本（診療所）

　　　12日午前東川センター

　　　午後浦田センター

高田村高志佐高
橋辺山橋賀藤橋

杏
奈
（
天
水
島
・
主
計
長
女
）

友
紀
（
上
の
山
・
敬
一
二
女
）

誠
司
（
松
口
・
秋
夫
二
男
）

勇
太
（
松
之
山
・
始
二
男
）

久
美
（
湯
本
・
武
雄
二
女
）

幸
子
（
新
田
・
馨
二
女
）

千
絵
（
天
水
島
・
君
夫
長
女
）

　
　
お
く
や
み

志
賀
　
軍
平
㈲
（
松
之
山
・
ま
す
や
）

㊨㊥町野鰻蟹
　　当町は“野鳥の宝庫、として、全国で

　　もその名をはせています。町野鳥愛護会

　　では、月例探鳥会を開くとともに、会員

　　を募集しています。

　　申込みは村山健さん（湯本暦20161に

　　会費は年額1000円です。

消防職員採用試験
申込は9月30日までに

L越地域洲1屑府細でトでは消

防職llの採用、、式験を行います

職種　消防吏li 若卜名

日時　h川川川侶時3〔1分～

場所　1・越市ノく毛醐7の6

　　卜越地域消防事務細合
イ
　
　
・

神
原
　
喜
義
⑯
（
三
桶
・
あ
っ
ち
村
）

島
田
　
節
子
㈹
（
天
水
島
・
凌
雲
閣
）

和
久
井
カ
ツ
㈲
（
水
梨
・
大
枝
茂
）

田
中
　
、
・
・
ネ
⑯
（
西
の
前
・
弥
そ
院
）

猪
俣
　
カ
ク
㈲
（
松
之
山
・
猪
俣
）

山
岸
　
キ
チ
幽
（
新
山
・
古
屋
場
）

本
山
孫
太
郎
㈲
（
北
浦
田
・
岡
の
田
）

志
賀
　
サ
ク
⑳
（
松
口
・
崎
の
島
）

若
月
　
リ
ウ
⑯
（
湯
本
・
若
月
）

妻
島
金
二
郎
働
（
田
麦
立
・
宮
林
）

南
雲
フ
サ
ヲ
㈲
（
西
之
前
・
脇
ざ
し
）

　　　月例探鳥会の3案内

〉とき一毎月2膿、欝蔚4時30分

勝老ころ一楼叢幽濫羅駐奪場集合

隣萎激静齢一無鵜、鎌希望轡には、双眼鏡

ガィドフ騒クを数黛鶴します。〉会員で

ない方も、夫歓迎です。

申込受付期間　9弓22H卿か

　ら9月31川ゆF副1、彗二はト、1己

　消防本部））ほか、役場総務

　Ii果庶務係にあります

問合せ先　消防イ＼部　費鰐籠

　125q199｝　・私と土易辛念丞斉葺果頒1

　務係　・智313P　へどうぞ

　　マ　ヨご用心「ガン」は無症状だから怖い

石
塚
　
セ
キ
㈱
（
新
田
・
前
）

小
匿
　
ト
ヤ
圃
（
松
之
山
・
中
道
）

高
橋
公
太
郎
㈹
（
中
尾
・
孫
院
）

佐
藤
　
ト
ク
幽
（
天
水
越
・
池
田
屋
）

和
久
井
佳
幸
⑯
（
水
梨
・
三
枚
田
）

早
川
　
キ
ミ
σ
の
（
豊
田
・
川
端
）

佐
藤
　
シ
モ
團
（
天
水
越
・
中
段
）

滝
沢
　
タ
ッ
㈹
（
〃
孫
ぜ
ん
）

相
沢
　
良
栄
團
（
新
山
・
糀
屋
）

佐
藤
　
サ
ヨ
團
（
天
水
越
・
儀
善
）

小
野
塚
ナ
オ
㈲
（
中
坪
・
上
向
前
）

　
ガ
ン
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
生
え

ま
す
．
と
く
に
胃
、
子
宮
は
年
】
回

検
診
を
受
け
て
、
安
心
し
ま
し
ょ
う

　
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
専
門
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

・
つ
。胃
…
…
胃
の
具
合
が
悪
く
、
食
欲
が

　
　
な
く
、
好
み
が
変
ら
な
い
か
。

子
宮
…
…
お
り
も
の
や
、
不
正
出
血

　
　
は
な
い
か
。

乳
…
…
乳
房
の
中
に
し
こ
り
が
な
い

　
　
か
。

食
道
…
…
飲
み
こ
む
と
き
に
、
つ
か

　
　
え
る
こ
と
が
な
い
か
。

大
腸
・
直
腸
…
…
便
に
、
血
や
粘
液

　
　
が
混
っ
た
り
し
な
い
か
。

肺
・
喉
頭
…
…
セ
キ
が
続
い
た
り
、

　
　
タ
ン
に
血
が
混
ら
な
い
か
。

舌
・
皮
膚
…
…
治
り
に
く
い
カ
イ
ヨ

　
　
ウ
が
な
い
か
。

ジ
ン
臓
・
ボ
ウ
コ
ゥ
・
前
立
せ
ん
…

　
　
尿
の
出
が
悪
か
っ
た
り
、
血
が

　
　
混
っ
た
り
し
な
い
か
。

嚢

毒

　　　　　　　　2
　　　　　羅　　◎驚
　　　　欝　　癖　麟鰻

懸

　
騒
鱗
　
　
　
　
　
襲

　
　
　
　

嚢
醸
覇
　

嚢

懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　　購
　　　　　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　藁　　　　　　　　　　　　　縦　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　欝　　　　　　　灘　　　　　鞭　　　難灘羅

㎜
鑛
灘

鞭

灘
灘
鰭
溝
鑑
盤
着
髄

　
　
繍
騰
謬
懸
離
膿
鶏
麟
騨
灘
盤
難
懸
縫
蟻
鞭
灘
鶏
閣
難
懸
雛
雛
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
懸
羅
灘
鐵
羅
麟
雛
雛
婚

　
　
磯
纏
鋸
繊
麟
，
難
糠
雛
霧
灘
織
羅
難
趨
議
灘
羅
襯
灘
㈱
雛
毒

．
鑛
曝
灘
．
鱗
禦
轍
灘
難
麟
鐵
鎌
羅
麟
繋
騰
難
懸
難
灘
顯
鍛
灘
灘

　
繊
σ
、
、

　
　
鎌
鰍
織
欄
、
心
繋
鰻
欝
恥
浦
織
鱗
療
辮
購
縫
萎
難
纒
霧
鍵
雛
灘
欝
購
羅
難

　
鑛
雛
麟
鱒
澗
灘
懸
欝
灘
磯
鱗
蕪
織
獲
難
馨
縷
難
叢
叢
灘
鑛
灘
鱗
難

　
郷
遷
腰
騨
．
馨
鋤
縷
雛
雛
購
灘
灘
墜
灘
灘
灘
灘
舞
繊
難

　
　
鑛
議
灘
搬
繍
縫
辮
懇
海
欝
濃
毅
懸
灘
懲
欝
懇
雛
繋
難
懸
轍

　
譲
灘
纏
驚
辮
叢
搬
懇
叢
饗
　
簸
轟
麟
慧
叢
叢
鱗
懸
繋
縦
難
灘
難
蕪
欝

、
簸
鱒
犠
　
簗
叢
鞭
難
灘
鐵
難

　蓑
鐵

　　　　　　　騒鍛

　　　　　難　鍵灘
鰻

　　　　難
　　灘　襲
　鍵

嚢


